
＜社会福祉学部社会福祉学科（子ども学専攻）のアドミッションポリシー＞ 

〔使命と教育理念〕 

 同朋大学は、「同朋和敬」の精神を建学の理念としています。「同朋和敬」とは、すべて

のいのちは平等であるとの理解のもと、互いに敬い合って「共なるいのち」を生きていく

という願いのことです。子ども学専攻は、2005（平成 17）年に幼児福祉専攻として創設さ

れて以来、この建学の理念を礎に、子どもの福祉・教育を実践してきました。本専攻は、

子どもの育ちと学びを支え、また、子どもをとりまく社会や家庭への支援を行うことので

きる、質の高い「子どもの専門家」を養成し、社会に貢献することを目指しています。本

専攻では、この理念に基づき、以下のような人を求めます。 

 

〔期待する学生像〕 

１．「同朋和敬」の精神に立脚し、将来的に「子どもの専門家」として社会で活躍するた

めの基礎的・専門的な知識・技能を学ぶことができる人。 

２．またその知識・技能を活用して、自ら発見した課題の解決および、一人ひとりの子

どもの育ちと学びの支援のために必要な思考力・判断力等の能力を身につけたいと

いう意欲のある人。 

 

〔高校段階での修得が望ましい教育内容〕 

１．基礎的な読む・書く・考える能力を身につけていること。 

２．現代社会、公民、政治・経済に関心をもっていること。 

３．高校生活におけるボランティア・地域活動の学びを発展させ、主体性をもち、多様

な人々と協働しつつ学修する態度を身につけていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


